
























































































































































































































































































































































(3)刺激符以外のミニマルペアは､次の通りである｡ rかた(肩) /かった(勝った)｣ ｢さか
(坂) /きっか(作家)｣ ｢さま(様) /さんま｣ ｢たに(令) /たにん(他人)｣
(4)日本籍母誇称者は20代前半で､出身地は北海道･秋田県･山形県･兵庫県である｡いず
れも､日本符教育経験がなく､音声学･音韻論を学んだことがないら
(5)CL各群の①得点範囲(点) , ②平均点(点) , ③標準偏差は以下の通りである｡上位群











影響-｣ 『拓殖大学日本帝紀要』 ll, pp.79-87,拓殖大学官学生別札
鹿島央･楠本快音(2000) ｢El木精リズムの帝レベルでの特軌こついて-北京清聴者の妨合












本籍の音声･音親(上) 』 , pp.154-177,明治書院.
戸田景子(1997) ｢日本籍学習者による促音･長音生成のストラテジー｣ 『第二青精として








の比較-｣ 『1998年度　日本音声学会全国大会予瑞集』 , pp.103･108,日本音声学会.
村木正武･中岡典子(198g) ｢鞭音と促音一英椅･中国椅辞者の発音-｣ 『計座日本帯と日
本籍教育3　日本帝の音声･音韻(下) 』 , pp.139-177,明治書院.
-東北大学大学院生-
